
 

 

 

浦
島
伝
説
の
系
譜
を
比
較
す
る
古
典
授
業 

―
―
対
面
授
業
と
遠
隔
授
業
の
実
践
を
通
し
て
―
― 

 

荻
田
み
ど
り
１ 

 

要
旨
：
本
稿
で
は
、
浦
島
伝
説
の
受
容
の
様
相
を
比
較
す
る
古
典
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
二
〇
一
九
年
ま
で
の
三
年
間
の
対
面
授
業
、
二
〇
二
〇
年
の
遠
隔
授

業
に
基
づ
き
、
古
典
授
業
の
意
義
を
見
直
す
と
と
も
に
、
遠
隔
授
業
に
お
け
る
実
践
の
可
能
性
を
示
す
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
浦
島
伝
説
、
古
典
授
業
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
遠
隔
授
業 

  

１
・
は
じ
め
に 

 

浦
島
伝
説
は
、
古
く
は
奈
良
時
代
に
成
立
し
た
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
な
ど
に
記
事
が

あ
り
、
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
（
以
下
、
本
校
）
の
位
置
す
る
丹
後
国
に
ゆ
か
り
の
あ
る

伝
説
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』
に
も
浦
島
伝
説
を
踏
ま
え
た
表
現
が
見
ら

れ
る
ほ
か
、
説
話
や
歌
論
書
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
作
品
は
も
と
よ
り
、
能
や
歌
舞
伎
と
い
う
舞

台
芸
能
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
現
代
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
受
容
さ
れ
て
き
た
。

近
年
で
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
事
業
ブ
ラ
ン
ド
ａ
ｕ
の
Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
古
く
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ
ン
ル
に
波
及
し
て
、

絶
え
ず
受
容
さ
れ
て
き
た
作
品
は
、
実
は
珍
し
い
。

 

執
筆
者
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の
三
年
間
に
、
本
校
一
年
生
を
対
象
と

し
た
古
典
の
授
業
に
お
い
て
、
浦
島
伝
説
の
記
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
比
較
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
実
施
し
て
き
た
。
古
典
が
い
か
に
現
代
ま
で
形
を
変
え
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
き
て
、

現
代
で
も
創
作
の
糧
に
な
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
入
学
し
た
ば
か
り
で
あ
る
一
年
生

が
古
典
学
習
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の
上
、
本
校
は
京
都
府
内
だ
け

で
な
く
、
滋
賀
県
や
兵
庫
県
、
大
阪
府
な
ど
、
他
府
県
か
ら
入
学
し
て
き
た
学
生
も
多
い
。

舞
鶴
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
学
生
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
五
年
間
を
過
ご
す

舞
鶴
と
い
う
土
地
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
良
い
機
会
に
な
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
古
典

授
業
の
導
入
と
し
て
位
置
付
け
た
こ
の
授
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

 

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
本
校
で
は
六
月
ま
で

遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、M

icrosoft O
neN

ote

やTeam
s

を
用
い
て
、
同

様
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
試
み
た
。
一
度
も
対
面
し
た
こ
と
の
な
い
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に

慣
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
一
年
生
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
取
れ
る
か
試
行
錯

誤
し
た
取
り
組
み
の
方
法
と
課
題
を
述
べ
る
。 

 

２
・
授
業
の
流
れ
と
浦
島
伝
説
の
概
要 

 

ま
ず
、
浦
島
伝
説
に
関
す
る
授
業
の
流
れ
を
説
明
す
る
。
浦
島
伝
説
に
関
す
る
授
業
は
前

期
第
一
回
授
業
よ
り
一
授
業
時
間
九
十
分×

全
約
五
回
半
で
実
施
し
て
い
る
。
次
頁
の
表
１

に
前
期
中
間
試
験
ま
で
七
回
分
の
概
要
を
示
し
た
。 

 

最
初
の
三
回
は
一
授
業
時
間
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
進
め
た
。
前
半
は
授
業
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
小
テ
ス
ト
、
古
典
文
法
の
基
礎
知
識
等
の
説
明
、
後
半
は
『
御
伽
草
子
』
所
収
「
浦

島
太
郎
」
の
冒
頭
部
分
の
読
解
を
通
し
て
、
現
代
語
訳
の
仕
方
や
、
前
半
の
学
習
内
容
を
活

用
し
つ
つ
現
代
語
訳
を
す
る
上
で
重
要
と
な
る
文
法
の
説
明
を
、
講
義
形
式
で
行
っ
た
。 

 
「
御
伽
草
子
」
は
、
広
義
に
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
短
篇

の
物
語
の
総
称
を
指
す
。
平
安
時
代
以
降
作
ら
れ
た
物
語
文
学
よ
り
は
庶
民
な
ど
に
ま
で
広

く
流
布
し
、
そ
の
数
は
五
百
編
に
も
及
ぶ
と
い
う(

１)

。
狭
義
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
中
期
、 

１
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校 

人
文
科
学
部
門 

講
師 
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（１）



 

 

大
坂
の
渋
川
清
右
衛
門
に
よ
っ
て
そ
の
う
ち
二
十
三
編
が
選
ば
れ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
指

す
。
二
十
三
編
の
中
に
は
、
「
一
寸
法
師
」
や
「
鉢
か
つ
ぎ
」
な
ど
、
昔
話
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
た
話
も
あ
り
、
「
浦
島
太
郎
」
も
そ
の
一
編
で
あ
る
。
こ
の
出
版
に
よ
り
、
「
浦
島
太

郎
」
は
よ
り
広
範
囲
に
共
通
の
話
が
広
ま
っ
た
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
は
我
々
が
現
在
知
る
浦
島
太
郎
と
、
相
違
点
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
書
き

出
し
は
「
昔
、
丹
後
国
に
、
浦
島
と
い
ふ
者
侍
り
し
に
、
そ
の
子
に
浦
島
太
郎
と
申
し
て
、

年
の
よ
は
ひ
二
十
四
五
の
男
あ
り
け
り
。
」(

２)

と
あ
る
。
「
丹
後
国
」
と
い
う
具
体
的
な
地

名
が
記
さ
れ
、
浦
島
と
い
う
者
が
い
て
そ
の
子
が
浦
島
太
郎
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
親
の

説
明
か
ら
入
る
点
も
異
な
る
。
さ
ら
に
、
二
十
四
、
五
歳
と
い
う
浦
島
太
郎
の
年
齢
ま
で
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
筋
立
て
で
は
、
浦
島
太
郎
が
亀
を
釣
り
上
げ
、
放
し
て
や
る
こ

と
に
つ
い
て
恩
を
感
じ
ろ
と
言
い
放
つ
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
亀
を
助
け
た
わ
け
で
も
な
く
、

亀
の
背
に
乗
っ
て
竜
宮
城
へ
行
く
流
れ
で
も
な
く
、
翌
日
小
船
に
揺
ら
れ
た
女
が
浦
島
太
郎

の
も
と
に
や
っ
て
来
る
。
『
御
伽
草
子
』
は
比
較
的
簡
便
な
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、

現
代
よ
く
知
ら
れ
る
話
と
の
違
い
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
古
典
授
業
の
導
入
と
し
て
適

当
で
あ
る(

３)

。 
 

現
在
よ
く
知
ら
れ
た
「
浦
島
太
郎
」
は
、
国
定
教
科
書
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

全
国
一
律
の
国
定
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
共
通
の
「
浦
島
太
郎
」
が
広
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
第
一
期
に
は
冒
頭
の
簡
単
な
あ
ら
す
じ
の
み

記
さ
れ
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
第
二
期
か
ら
、
検
定
教
科
書
へ
変
わ
る
直
前
の

第
六
期
国
定
教
科
書
ま
で
、
小
学
二
年
生
用
の
『
尋
常
小
学
校
読
本
』
で
用
い
ら
れ
続
け
て

い
る(

４)

。
現
代
の
我
々
が
共
通
の
浦
島
太
郎
の
話
を
認
識
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
影
響
下
に

あ
る
。
「
〽
昔
々
浦
島
は
助
け
た
亀
に
連
れ
ら
れ
て
」
と
謡
っ
た
文
部
省
唱
歌
の
存
在
も
大

き
い
。
こ
れ
ら
の
受
容
の
流
れ
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ま
で
に
プ
リ
ン
ト

を
配
布
し
て
押
さ
え
た
。
同
時
に
、
文
学
に
お
け
る
時
代
区
分
（
古
代
・
中
古
・
中
世
・
近

世
・
近
代
）
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
確
認
し
て
い
る
。 

 

最
初
の
三
回
の
授
業
で
基
礎
を
押
さ
え
た
上
で
、
文
章
を
詳
し
く
読
み
解
き
、
違
い
に
注

目
で
き
る
術
を
学
び
、
第
四
回
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
第
五
～
六
回
前
半
で
発
表
を
行
う
。

な
お
、
第
六
回
後
半
と
第
七
回
は
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
作
品
を
扱
っ
た
。 
 

３
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

３
・
１ 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
目
的 

 

次
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表
の
内
容
と
目
的
を
説
明
す
る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
担
当
作
品
を
決
め
、
各
時
代
の
浦
島
伝
説
を
比
較
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

発
表
で
は
、
本
文
を
音
読
し
、
分
析
結
果
を
説
明
す
る
。 

 

目
的
は
、
大
き
く
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
古
典
授
業
の
導
入
と
し
て
、
歴
史
的
仮
名
遣

い
に
慣
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
発
表
時
に
音
読
を
課
し
て
い
る
。
第
二
に
、
比
較

す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
「
受
容
の
か
た
ち
」
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
同
士
、
あ
る
い
は
、
我
々
が
よ
く
知
る
「
浦
島
太
郎
」
や
江
戸
時

代
に
出
版
さ
れ
て
以
降
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
『
御
伽
草
子
』
「
浦
島
太
郎
」
と
の
違
い
を
分

析
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
質
を
確
認
す
る
。
テ
キ
ス
ト
を
読
み

込
み
比
較
す
る
こ
と
に
よ
る
気
づ
き
の
重
要
性
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
今
後
の
古
典
授
業
の
取

り
組
み
方
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
。
他
の
教
科
に
も
通
じ
る
分
析
能
力
を
養
う

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。 

 

な
お
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
す
る
こ
と
で
、
古
典
に
苦
手
意
識
を
持
つ
学
生
た
ち
も
相
談

し
合
い
、
こ
こ
ま
で
の
授
業
内
容
の
復
習
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

比
較
分
析
に
関
し
て
、
多
様
な
視
点
を
共
有
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
効
果
を
期
待
し
た
。 

 

３
・
２ 

作
品
選
定 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
あ
た
っ
て
、
以
下
Ⓐ
～
Ⓘ
の
九
つ
の
作
品
を
選
定
し
た
。
作
品
名
と

概
略
、
使
用
テ
キ
ス
ト
を
示
す
。
一
年
生
で
も
あ
る
程
度
読
み
や
す
く
、
違
い
を
比
較
し
や

す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
た
だ
し
、
浦
島
伝
説
の
受
容
の
系
譜
を
押
さ
え
る
上

で
外
せ
な
い
と
考
え
る
も
の
の
う
ち
、
文
章
量
が
多
く
馴
染
み
の
な
い
言
葉
が
多
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
現
代
語
訳
付
き
の
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
た
。 

 

第
七
回 

第
六
回 

第
五
回 

第
四
回 

第
三
回 

第
二
回 

第
一
回 

 
表
１ 

授
業
の
流
れ
（
前
期
中
間
試
験
ま
で
） 

別
単
元 

小
テ
ス
ト
、
グ
ル
ー
プ
発
表
（
残
り
） 

小
テ
ス
ト
、
グ
ル
ー
プ
発
表 

小
テ
ス
ト
、
上
下
一
段
・
変
格
活
用 

小
テ
ス
ト
、
四
段
・
上
下
二
段
活
用 

小
テ
ス
ト
、
言
葉
の
単
位
、
活
用
形 

授
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
仮
名
遣
い
、
辞
書

の
引
き
方 

前
半 

 

別
単
元 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

『
御
伽
草
子
』
「
浦
島
太
郎
」
冒
頭 

『
御
伽
草
子
』
「
浦
島
太
郎
」
冒
頭 

『
御
伽
草
子
』
文
学
史
、
音
読
、
本
文

写
す
、
語
句
の
意
味
調
べ 

後
半 
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 ─ 対面授業と遠隔授業の実践を通して ─ （２）



 

 

Ⓐ
『
風
土
記
』
丹
後
国
逸
文
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
現
代
語
訳
・

頭
注
付
き
） 

奈
良
時
代
初
期
、
元
明
天
皇
（
在
位
七
〇
七
‐
七
一
五
）
の
詔
に
よ
り
各
令
制
国
の

国
庁
が
編
纂
し
た
地
誌
。
主
に
漢
文
体
で
書
か
れ
た
。 

Ⓑ
『
日
本
書
紀
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
現
代
語
訳
・
頭
注
付
き
） 

現
存
最
古
の
正
史
。
舎
人
親
王
ら
に
よ
り
、
七
二
〇
年
成
立
。
原
文
は
漢
文
だ
が
、

テ
キ
ス
ト
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
た
。 

Ⓒ
『
万
葉
集
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
現
代
語
訳
・
頭
注
付
き
） 

現
存
最
古
の
和
歌
集
。
七
五
九
年
以
後
成
立
。
天
皇
、
貴
族
か
ら
下
級
官
人
、
防
人

な
ど
様
々
な
身
分
の
人
が
詠
ん
だ
歌4

5
0
0

首
以
上
が
所
収
。
原
文
は
万
葉
仮
名
。 

Ⓓ
『
俊
頼
髄
脳
』
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
風
間
書
房
） 

源
俊
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
歌
論
書
。
一
一
一
三
年
頃
成
立
。 

Ⓔ
『
綺
語
抄
』
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
風
間
書
房
） 

藤
原
仲
実
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
歌
論
書
。
一
一
〇
七
～
一
一
一
六
年
頃
成
立
。 

Ⓕ
『
和
歌
童
蒙
抄
』
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
風
間
書
房
） 

藤
原
範
兼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
歌
論
書
。
一
一
四
五
頃
成
立
か
。 

Ⓖ
『
八
雲
御
抄
』
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
風
間
書
房
） 

順
徳
天
皇
が
著
し
た
歌
論
書
。
鎌
倉
初
期
成
立 

Ⓗ
『
古
事
談
』
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
） 

説
話
集
。
源
顕
兼
編
纂
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
一
二
一
二
～
一
二
一
五
年
に
成
立
。
奈

良
時
代
か
ら
平
安
中
期
に
至
る
ま
で
の
四
六
二
の
説
話
を
収
め
る
。 

Ⓘ
謡
曲
「
浦
島
」
（
『
謠
曲
三
百
五
十
番
集
』
（
『
日
本
名
著
全
集 
江
戸
文
藝
之
部
』

第
二
十
九
巻
）
日
本
名
著
全
集
刊
行
會
、
二
〇
二
〇
年
度
の
授
業
で
は
私
に
現
代
語

訳
を
付
し
た
） 

作
者
不
明
。
浦
島
伝
説
を
題
材
に
し
た
創
作
。
浦
島
明
神
参
拝
の
勅
命
を
受
け
た
廷

臣
が
、
丹
後
の
水
江
に
赴
く
。 

  

Ⓐ
～
Ⓘ
ま
で
の
九
作
品
を
、
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
振
り
、
担
当
を
決
定
し

た
。
た
だ
し
、
Ⓐ
『
風
土
記
』
は
文
章
量
が
多
く
、
Ⓑ
『
日
本
書
紀
』
は
少
な
い
た
め
、
『
日

本
書
紀
』
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
に
は
『
風
土
記
』
の
後
半
も
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
遠
隔

授
業
を
行
っ
た
二
〇
二
〇
年
度
の
場
合
は
、
作
品
途
中
で
分
け
る
こ
と
が
難
し
く
、
ど
の
よ

う
な
回
答
を
求
め
て
い
る
の
か
例
を
見
せ
る
目
的
も
あ
り
、
Ⓑ
『
日
本
書
紀
』
を
例
と
し
て

荻
田
が
担
当
し
、
残
り
八
作
品
を
八
グ
ル
ー
プ
に
振
り
分
け
た
。 

 

３
・
３ 

分
析
項
目 

 

各
人
に
「
比
較
表
」
を
、
各
グ
ル
ー
プ
に
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
を
配
布
し
た
。
「
比
較
表
」

は
、
上
記
九
作
品
に
、
比
較
対
象
と
し
て
『
御
伽
草
子
』
を
加
え
た
十
作
品
に
お
い
て
、
次

の
十
一
項
目
の
プ
ロ
ッ
ト
を
書
き
込
み
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
表
で
あ
る
（
次
頁
表
２
）
。 

 

⓪
時
代
区
分
（
事
前
に
学
習
し
た
上
代
・
中
古
・
中
世
・
近
世
と
い
う
時
代
区
分
を
意
識

さ
せ
る
） 

①
浦
島
太
郎
の
名 

②
浦
島
太
郎
の
住
ん
で
い
た
所 

③
浦
島
太
郎
の
特
徴 

④
亀
の
特
徴 

⑤
女
性
の
名
称
。
特
徴
。
浦
島
太
郎
と
の
出
会
い
（
二
〇
二
〇
年
度
は
「
浦
島
太
郎
と
の

出
会
い
」
を
別
項
目
に
分
け
た
） 

⑥
竜
宮
城
の
名
称
。
場
所
。 

⑦
浦
島
太
郎
が
故
郷
に
帰
り
見
た
風
景
・
人
物 

⑧
地
上
で
の
経
過
年
数 

⑨
玉
手
箱
の
名
称 

⑩
玉
手
箱
の
中
身 

⑪
玉
手
箱
を
開
け
た
後
ど
う
な
っ
た
か 

  

学
生
は
自
身
の
担
当
作
品
を
読
み
取
り
、
「
比
較
表
」
の
①
～
⑪
の
項
目
に
あ
て
は
ま
る

内
容
を
書
き
込
み
埋
め
て
い
く
。
①
②
な
ど
は
抜
き
出
し
て
書
く
こ
と
に
な
る
が
、
③
⑦
な

ど
は
現
代
語
で
書
い
て
も
構
わ
な
い
。
文
中
に
描
か
れ
て
い
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の

欄
に
斜
線
を
引
く
よ
う
指
示
し
た
。
「
描
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
と
伝
え
て
い
る
。 

 
一
方
、
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
に
は
三
つ
の
設
問
を
示
し
、
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た
。 

１
．
表
に
お
い
て
、
現
在
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
浦
島
太
郎
」
や
『
御
伽
草
子
』
と
の
最

も
特
徴
的
な
違
い
は
ど
の
よ
う
な
点
か
。 

２
．
こ
の
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
は
ど
の
よ
う
な
文
章
形
式
か
。
そ
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
所

に
表
れ
て
い
る
か
。 

３
．
表
以
外
の
箇
所
で
、
特
徴
的
な
プ
ロ
ッ
ト
（
筋
立
て
、
文
章
の
流
れ
）
・
表
現
は
ど

の
よ
う
な
点
か
。 
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表
２ 

浦
島
伝
説
比
較
表
（
す
べ
て
埋
め
た
状
態
の
例
。
明
朝
体
部
分
＝
学
生
が
書
き
込
む
欄
）

⑪
玉
手
箱
を
開

け
た
後
ど
う
な

っ
た
か 

⑩
玉
手
箱
の
中

身 ⑨
玉
手
箱
の
名

称 ⑧
地
上
で
の
経

過
年
数 

⑦
浦
島
太
郎
が

故
郷
に
帰
り
見

た
風
景
・
人
物 

⑥
竜
宮
城
の
名

称
。
場
所
。 

⑤

女

性

の

名

称
。
特
徴
。 

④
亀
の
特
徴 

③
浦
島
太
郎
の

特
徴 

②
浦
島
太
郎
の

住
ん
で
い
た
所 

①
浦
島
太
郎
の

名 

ジ
ャ
ン
ル 

作
品
名 

時
代
区
分 

女
に
も
う
会
え

な
い
と
悟
る 

芳
蘭
之
体

よ
き
ら
に
の
か
を
り 

玉
匣

た
ま
く
し
げ 

三
百
余
歳 

「
人
も
物
も
遷

り
易
り
、
ま
た
由

る
に
よ
し
な
し
」 

郷
人 

蓬

山

と
こ
よ
の
く
に

、
仙
都

と

こ

よ 

婦
人
。
亀
比
売 

「
美
麗
し
く
ま

た
比
ぶ
ひ
と
な

し
」 

五
色
の
亀 

→
婦
人
と
な
る 

「

姿
容

か

た

ち

秀
美
す

ぐ

れ

風
流

み

や

び

な
る
こ
と
類
た
ぐ
ひ

な
し
」 

与
謝
の
郡
。
日
置

の
里
。
筒
川
村 

筒
川
の
嶼
子
、 

水
江
の
浦
の
嶼
子 

地
誌 

Ⓐ
『
風
土
記

ふ

ど

き

』 

上
代 

     

蓬
莱
山

と
こ
よ
の
く
に 

女
。 

亀
が
化
け
た
姿
。 

浦
島
子
と
夫
婦

に
な
る 

大
亀 

→
女
に
な
る 

 

丹
波
国
余
社
郡

管
川 

水
江
浦
島
子 

 

歴
史
書 

Ⓑ
『
日
本

に

ほ

ん

書
紀

し

ょ

き

』 

皴
が
寄
り
、
白
髪

に
な
り
、
死
ん
で

し
ま
っ
た 

白
雲 

玉
櫛
笥 

 

家
も
里
も
見
当

た
ら
な
い 

常
世

と

こ

よ

、
常
世

と

こ

よ

辺へ 

海
神

わ
た
つ
み

の

神

の

娘
子

を

と

め 

  

墨す
み

吉の
え 

水
江
の
浦
島
子 

和
歌
集 

Ⓒ
『
万
葉
集
』 

老
い
か
が
ま
り
、

物
も
忘
れ
て
し

ま
っ
た 

煙 小
さ
き
箱 

  

え
も
知
ら
ぬ
所 

女
。 

浦
島
の
子
が
寝

て
い
る
と
き
に

亀
か
ら
変
身
す

る 大
き
な
る
亀 

 

み
づ
の
江
の
浦

島 浦
島
の
子 

歌
論
書 

Ⓓ
『
俊
頼

と
し
よ
り

髄
脳

ず
い
の
う

』 

中
古 

身
が
朽
ち
せ
ま

り
、
老
い
た 

あ
か
き
雲 

箱 四
五
百
年 

 

蓬
莱 

美
女
。
蓬
莱
の
神

女
。 

亀
が
変
身 

亀
。
美
女
に
化
け

る 

 

み
づ
の
江 

浦
嶋
の
子 

歌
論
書 

Ⓔ
『
綺
語
抄

き

ご
し

ょ
う

』 

老
大
す
み
や
か

に
至
り
て
行こ

う
歩ほ

に
た
へ
ず 

紫
の
雲 

玉た
ま

匣
く
し
げ 

三
百
四
十
八
年 

知
っ
て
い
る
人

は
な
い
。 

老ろ
う

嫗う 

蓬
莱
山

と
こ
よ
の
く
に 

を
と
め 

神
女 

大
な
る
亀 

「
若
き
童
の
ご

と
し
」 

丹
後
国
余
佐
郡 

水
江
浦
嶋
子 

歌
論
書 

Ⓕ
『
和
歌
童
蒙
抄

わ
か
ど
う
も
う
し
ょ
う

』 

白
髪
、
年
も
よ

り
、
命
も
尽
き
た 

白
雲 

箱 

 

故
郷
を
見
て
、
誰

に
も
会
わ
な
か

っ
た 

と
こ
よ
の
国
わ
た

つ
海
の
み
や
こ
、

蓬
莱

ほ
う
ら
い 

神
女 

  

住
吉
の
水
の
江 

浦
嶋
の
子 

歌
論
書 

Ⓖ
『
八や

雲く
も

御み

抄
し
ょ
う

』 

中
世 

 

紫
雲 

玉た
ま

匣
く
し
げ 

三
百
年 

 

西
（
浦
嶋
子
伝
：

蓬
莱
山
・
蓬
莱
宮
） 

神
女 

（
浦
嶋
子
伝
：
美

女
、
蓬
莱
山
の

女
。
玉
顔
の
艶
…

未
だ
翔
ら
ず
） 

（
浦
嶋
子
伝
：
霊

亀
）
美
女
と
な
る 

「
幼
童
の
如
し
」 

丹
後
国
余
佐
郡 

浦
嶋
子 説

話
集 

Ⓗ
『
古こ

事じ

談だ
ん

』 

  

箱
、
玉
手
箱 

  

蓬
莱 

仙
女 

五
色
の
亀 

 

丹
州
水
の
江 

浦
島
の
明
神 

謡
曲 

Ⓘ
「
浦
島
」 

翁
の
姿 

→
鶴
に
な
る 

「
紫
の
雲
三
す

ぢ
」 

「
玉
手
箱
」 

七
百
年
以
上 

「
虎
ふ
す
野
辺
」

「
八
十
ば
か
り

の
翁
」 

龍
宮
城 

「
美
し
き
女
房
」 

小
船
に
乗
り
本

国
へ
送
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
。
実

は
龍
宮
城
の
亀
。 

亀 二
十
四
五
歳 

丹
後
国 

浦
島
太
郎 

御
伽
草
子 

浦
島
太
郎 

中
世
～
近
世 
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設
問
２
に
あ
る
「
ジ
ャ
ン
ル
」
は
「
比
較
表
」
に
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
て
い
る
。
ど
う
い

う
も
の
で
あ
る
か
は
学
生
に
調
べ
さ
せ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
そ
の
文
章
全

体
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
書
か
れ
て
い
る
か
を
押
さ
え
、
そ
の
文
章
形
式
の
中
で
ど
の
よ
う

に
浦
島
伝
説
を
表
現
し
て
い
る
か
、
あ
る
程
度
の
傾
向
が
つ
か
め
る
と
考
え
る
。 

 

た
と
え
ば
、
『
日
本
書
紀
』
は
「
秋
七
月
に
、
丹
波
国
余
社
郡
管
川
の
人
水
江
浦
島
子
、

舟
に
乗
り
て
釣
し
、
遂
に
大
亀
を
得
た
り
。
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
三
文
の
み
の
記
事
で

あ
る
。
こ
れ
は
雄
略
天
皇
二
十
二
年
の
「
秋
七
月
」
の
こ
と
で
あ
り
、
正
史
で
あ
る
『
日
本

書
紀
』
が
天
皇
の
時
代
に
沿
っ
て
編
年
体
で
書
か
れ
て
い
る
形
式
に
基
づ
く
。
『
万
葉
集
』

で
は
長
歌
に
反
歌
が
付
随
し
て
い
て
、
そ
の
様
式
を
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
歌
論
書
は
、

和
歌
が
一
首
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
和
歌
に
対
す
る
解
説
と
し
て
浦
島
伝
説
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
浦
島
伝
説
の
う
ち
和
歌
に
関
わ
る
く
だ
り
は
詳
し
く
述
べ
、
和
歌
に
関
わ

ら
な
い
部
分
は
省
略
す
る
な
ど
、
歌
論
書
で
あ
る
が
ゆ
え
の
語
り
方
の
特
徴
が
あ
る
。 

 

３
・
４ 

発
表
の
方
法 

 

発
表
す
る
内
容
は
以
下
の
通
り
指
示
し
た
。 

 

① 

比
較
表
を
黒
板
に
示
す
。 

② 

本
文
音
読
と
と
も
に
、
違
い
に
つ
い
て
論
点
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
。 

※
ど
の
よ
う
に
発
表
す
る
か
、
音
読
す
る
係
、
論
点
を
発
表
す
る
係
な
ど
分
担
を
決
め

て
も
可
。
音
読
は
複
数
人
で
読
む
の
も
可
。 

※
グ
ル
ー
プ
内
の
全
員
が
何
か
し
ら
の
役
割
を
受
け
持
つ
こ
と
。 

  

「
比
較
表
」
を
黒
板
に
示
す
こ
と
は
、
割
合
時
間
が
か
か
る
た
め
、
三
グ
ル
ー
プ
程
度
一

斉
に
チ
ョ
ー
ク
の
色
を
変
え
て
書
か
せ
、
そ
の
後
一
グ
ル
ー
プ
ず
つ
発
表
す
る
形
式
を
取
っ

た
。
他
グ
ル
ー
プ
の
学
生
に
は
、
黒
板
に
書
か
れ
た
も
の
を
自
分
の
「
比
較
表
」
に
書
き
写

す
よ
う
指
示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
聴
い
た
上
で
、
再
度
九
作
品
＋
『
御
伽
草
子
』
を

一
覧
し
、
比
較
し
て
見
え
て
く
る
も
の
を
考
え
て
ほ
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
勿
論
、
誤
り

が
あ
れ
ば
、
発
表
後
に
こ
ち
ら
で
指
摘
す
る
。 

 

音
読
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
慣
れ
る
だ
け
で
な
く
、
文
章
の
持
つ
リ

ズ
ム
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
『
万
葉
集
』
や
謡
曲
「
浦
島
」
は
リ
ズ
ム
が
重

要
で
あ
る
。
読
め
な
い
言
葉
や
分
か
り
に
く
い
言
葉
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
に

巡
回
し
な
が
ら
適
宜
質
問
に
答
え
た
。
古
語
辞
典
を
引
く
こ
と
も
推
奨
し
て
い
た
が
、
学
生

の
持
つ
古
語
辞
典
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
難
解
な
語
句
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
電
子
機
器
の
使
用

を
許
可
し
、
古
語
辞
典
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
な
、
竜
宮
城
に
あ
た
る
場
所
、
「
常
世
」
や
「
蓬

萊
」
が
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
か
を
調
べ
る
学
生
も

い
た
。
違
い
を
分
析
し
て
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
多

く
が
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
を
読
み
上
げ
る
形
を
と
っ

て
い
た
。 

 

五
分
間
の
発
表
後
、
授
業
担
当
者
か
ら
数
点
質
問

を
投
げ
か
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
発
表
者
が
気
づ
け

な
か
っ
た
点
や
興
味
深
い
点
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
を

加
え
た
。
テ
キ
ス
ト
を
読
み
込
ん
で
こ
そ
分
か
る
と

い
う
点
を
重
視
し
た
。
歌
論
書
で
は
、
和
歌
中
の
「
あ

く
る
」
が
、
箱
を
「
開
く
る
」
と
夜
が
「
明
く
る
」

の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
を
補
う
こ
と
が

多
か
っ
た
。 

 

謡
曲
「
浦
島
」
で
は
、
地
唄
に
「
海
士
な
ら
ぬ
身
も
袖
濡
ら
す
旅
衣
。
海
士
な
ら
ぬ
身
も

袖
濡
ら
す
旅
衣
。
幾
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
。
ま
だ
踏
み
も
見
ぬ
蜑
人
の
。
」
と
い
う
よ
う
に
、

『
小
倉
百
人
一
首
』
に
も
所
収
さ
れ
る
小
式
部
内
侍
の
歌
「
大
江
山
い
く
の
の
道
の
遠
け
れ

ば
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立
」
を
踏
ま
え
た
表
現
が
見
え
る
。
そ
の
上
、
「
開
け
る
」
「
明

け
る
」
の
掛
詞
を
踏
ま
え
て
、
玉
手
箱
を
開
け
る
話
題
か
ら
、
天
の
岩
戸
神
話
の
挿
話
を
盛

り
込
む
点
も
面
白
い
。
天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
籠
り
、
歌
や
舞
に
つ
ら
れ
て
出
て
き
た
と

こ
ろ
夜
が
「
明
け
」
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
謡
曲
「
浦
島
」
は
、
通
常
の
浦
島
伝
説
を
語
る

の
で
は
な
く
、
勅
命
を
受
け
た
廷
臣
が
、
神
と
な
っ
た
浦
島
明
神
に
詣
で
る
と
い
う
浦
島
伝

説
の
後
日
譚
の
よ
う
な
創
作
で
あ
り
、
な
か
な
か
内
容
を
つ
か
み
に
く
い
も
の
の
、
フ
ォ
ロ

ー
を
加
え
る
こ
と
で
、
様
々
な
言
葉
遊
び
に
気
づ
く
。
「
大
江
山
」
歌
や
天
の
岩
戸
伝
説
は

知
っ
て
い
る
学
生
も
お
り
、
現
代
語
訳
で
は
味
わ
え
な
い
本
文
を
読
む
面
白
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

４
・
学
生
の
反
応 

 

学
生
に
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聴
い
て
感
想
を
書
く
よ
う
、
用
紙
を
配
布
し
た
。

自
分
の
担
当
し
た
作
品
を
他
の
作
品
と
比
較
し
て
み
て
、
気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な

ど
を
書
き
、
発
表
終
了
後
に
提
出
さ
せ
た
。
出
て
き
た
疑
問
点
等
は
後
日
プ
リ
ン
ト
に
抜
粋

し
て
ま
と
め
る
な
ど
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。 

図 1 発表の様子 
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学
生
の
感
想
は
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
浦
島
太
郎
の
話
が
覆
さ
れ
た
こ

と
へ
の
驚
き
を
感
じ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
自
身
が
読
み
込
ん
だ
担
当
作
品
と
他
作
品
と
を

比
較
し
、
多
く
の
違
い
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

一
部
を
抜
粋
し
て
示
す
。 

 
時
代
が
現
代
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
引
用
や
、
話
を
飛
ば
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
浦
島
太
郎
の
話
が
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

（
二
〇
一
七
年
度
） 

各
作
品
は
似
て
い
る
点
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
自
分
が
幼
少
期

に
何
回
も
読
み
返
し
て
い
た
こ
の
童
話
が
、
こ
ん
な
に
も
種
類
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
読
ん
で
み
て
、
ど
の
物
語
も
新
鮮
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。 

 

（
二
〇
一
七
年
度
） 

他
と
比
較
す
る
と
一
つ
一
つ
物
語
が
大
き
く
違
っ
た
り
少
し
だ
け
違
っ
て
た
り
も
し
て
、

自
分
た
ち
が
知
っ
て
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
だ
け
な
ん
だ
と
比
較
し
な
が
ら
思
っ
た
。 

 

（
二
〇
一
七
年
度
） 

浦
島
太
郎
本
人
の
名
前
や
玉
手
箱
の
中
身
ま
で
、
話
に
よ
っ
て
全
く
違
っ
た
事
に
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
今
の
自
分
達
が
ほ
と
ん
ど
知
っ
て
い
る
浦
島
太
郎
の
お
話
が
、
つ
い

二
、
三
百
年
前
ま
で
は
、
こ
ん
な
に
バ
ラ
バ
ラ
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
統
一
さ
れ
た
話
以
外
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
事
に
少
し
悲
し

さ
も
感
じ
ま
し
た
。 

（
二
〇
一
七
年
度
） 

こ
れ
ら
の
比
較
で
、
「
比
べ
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
見
方
が
改
め
ら
れ
た
気
が
す

る
。 
（
二
〇
一
七
年
度
） 

各
作
品
で
細
か
い
部
分
が
変
わ
っ
て
い
る
の
は
人
か
ら
人
に
伝
わ
っ
て
い
く
過
程
で
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
っ
た
か
ら
な
の
か
な
と
考
え
た
。
し
か
し
亀
が
い
る
い
な
い
等
の

大
き
な
違
い
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。 

 

（
二
〇
一
八
年
度
） 

au
の
Ｃ
Ｍ
に
出
て
く
る
浦
ち
ゃ
ん
は
、
「
風
土
記
」
に
出
て
く
る
嶼
子
か
と
思
い
ま
し

た
。
理
由
は
「
風
土
記
」
の
最
後
で
嶼
子
は
玉
手
箱
を
開
け
た
後
、
泣
き
な
が
ら
歩
き

回
っ
て
歌
っ
た
と
な
っ
て
い
て
、
Ｃ
Ｍ
の
方
で
も
泣
き
な
が
ら
歩
き
回
っ
て
「
海
の
声
」

を
歌
っ
て
い
て
、
ま
た
、
歌
詞
が
似
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

（
二
〇
一
八
年
度
） 

特
に
自
分
は
作
品
に
よ
る
亀
の
違
い
が
印
象
的
で
し
た
。
亀
が
出
て
こ
な
い
作
品
も
あ

れ
ば
、
亀
が
乙
女
に
な
る
作
品
も
あ
り
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。 

 

（
二
〇
一
八
年
度
） 

文
を
読
ん
で
み
て
、
調
べ
て
み
て
、
内
容
の
捉
え
方
、
見
方
が
分
か
り
づ
ら
い
が
、
他

の
班
の
話
だ
と
、
言
葉
遊
び
や
時
代
の
背
景
、
浦
島
伝
説
の
は
な
し
か
ら
連
想
さ
れ
た

話
な
ど
が
読
み
と
れ
て
、
お
も
し
ろ
み
が
あ
る
と
思
い
、
聞
い
て
て
た
の
し
か
っ
た
。 

 

（
二
〇
一
九
年
度
） 

  

そ
の
他
、
上
手
に
音
読
で
き
る
学
生
へ
の
賞
賛
や
、
今
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
発
表
に

対
す
る
反
省
、
今
後
発
表
が
あ
っ
た
と
き
に
は
頑
張
り
た
い
と
い
う
抱
負
な
ど
、
発
表
自
体

に
対
す
る
感
想
も
あ
っ
た
。 

 

『
御
伽
草
子
』
「
浦
島
太
郎
」
の
読
解
も
含
め
た
こ
の
授
業
が
学
生
の
思
考
に
少
な
か
ら

ず
刺
激
を
与
え
た
こ
と
は
、
年
度
末
に
書
い
て
も
ら
っ
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
窺
え
る
。
二
〇

一
七
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の
後
期
期
末
試
験
に
お
い
て
、
一
年
間
古
典
を
学
ん
だ
中
で

特
に
印
象
に
残
っ
た
単
元
と
そ
の
理
由
を
書
か
せ
た
。
浦
島
伝
説
は
年
度
当
初
に
行
っ
た
授

業
で
あ
り
な
が
ら
、
二
〇
一
七
年
度
十
五
名
、
二
〇
一
八
年
度
十
六
名
、
二
〇
一
九
年
度
九

名
の
計
四
十
名
が
「
浦
島
太
郎
（
伝
説
）
」
と
回
答
し
た(

５)

。
こ
の
理
由
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。 

 

自
分
の
知
っ
て
い
る
事
実
が
ど
ん
ど
ん
く
つ
が
え
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
か
ら
。 

（
二
〇
一
七
年
度
） 

小
さ
い
頃
か
ら
誰
し
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
話
だ
が
、
こ
の
学
習
を
し
た
時
、
自
分

の
知
っ
て
い
る
「
浦
島
太
郎
」
と
の
ず
れ
が
あ
っ
た
の
が
興
味
深
か
っ
た
。 

 

（
二
〇
一
七
年
度
） 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
、
自
分
が
知
っ
て
い
た
浦
島
太
郎
と
は
違
っ
た
ス
ト
ー
リ

ー
の
浦
島
太
郎
を
知
れ
た
り
、
浦
島
太
郎
と
い
う
物
語
に
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
れ
た
の
が
良
い
経
験
に
な
っ
た
か
ら
。 

（
二
〇
一
七
年
度
） 

誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
な
有
名
な
話
だ
け
ど
、
地
方
に
よ
っ
て
細
部
や
根
本
的
な
部

分
が
異
な
っ
て
お
り
、
自
分
の
知
ら
な
い
浦
島
太
郎
が
聞
け
た
か
ら
。
ま
た
、
発
祥
場

所
か
ら
見
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
実
在
す
る
の
か
も
と
考
え
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
し
た
ら
楽
し
か
っ
た
か
ら
。 

（
二
〇
一
八
年
度
） 

自
分
も
こ
の
丹
後
の
出
身
で
あ
っ
て
、
浦
島
太
郎
と
い
う
物
語
は
お
お
ま
か
な
内
容
は

知
っ
て
い
た
が
、
詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
浦
島
太
郎
の
物
語
に
多
く
の

種
類
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
内
容
は
似
て
い
て
も
、
物
の
あ
ら
わ
し
方
が
違
う
な
ど
、
と

て
も
興
味
深
い
授
業
だ
っ
た
。 

（
二
〇
一
八
年
度
） 
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ベ
ー
ス
と
な
る
一
つ
の
話
が
様
々
な
時
代
や
地
域
で
語
り
つ
が
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
話
を
よ
む
と
時
代
背
景
や
地
域
性
な
ど
が
見
え
、
ま
た
そ
れ
ら
を
比
べ
る
こ
と
に
興

味
を
持
っ
た
か
ら
。 

（
二
〇
一
八
年
度
） 

浦
島
太
郎
の
見
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
二
〇
一
八
年
度
） 

高
校
に
な
っ
て
か
ら
お
と
ぎ
話
を
く
わ
し
く
や
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
。
実
際
い
ろ

い
ろ
な
浦
島
物
語
が
あ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
が
楽
し
く
、
小
さ
い
こ
ろ
に
読
ん
だ
話
と

ま
っ
た
く
違
っ
た
り
、
お
じ
い
さ
ん
に
な
ら
な
い
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
の
か
、
と
終
始
楽

し
か
っ
た
。 

（
二
〇
一
九
年
度
） 

子
ど
も
の
頃
か
ら
読
ん
で
い
た
話
で
あ
っ
て
親
し
み
が
あ
っ
た
が
、
様
々
な
展
開
の
話

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
。
い
ろ
ん
な
時
代
で
内
容
の
違
う
浦
島
太
郎
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
は
多
く
の
人
に
好
か
れ
て
い
た
作
品
な
ん
だ
な
と
感
じ
た
。 

 

（
二
〇
一
九
年
度
） 

も
と
も
と
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
物
語
だ
っ
た
が
、
授
業
を
通
し
て
、
浦
島
太
郎

の
住
む
と
こ
ろ
に
つ
い
て
な
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
面
白
く
感
じ
た
。
そ

し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
内
容
を
深
め
ら
れ
、
様
々
な
書
物
の
浦
島
太
郎
に
興
味
を

持
っ
た
。 

（
二
〇
一
九
年
度
） 

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
読
ん
だ
『
御
伽
草
子
』
「
浦
島
太
郎
」
を
通

し
て
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
「
当
た
り
前
」
だ
っ
た
も
の
を
突
き
崩
し
、
深
く
考

え
る
機
会
に
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
期
に
行
っ
た
授
業
の
単
元
の
方
が
ど
う
し

て
も
印
象
が
強
い
中
で
、
三
年
間
で
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
学
生
が
一
年
の
最
初
の
授
業
を
一

年
後
の
感
想
に
書
く
ほ
ど
に
記
憶
に
残
せ
た
こ
と
は
、
十
分
に
意
義
深
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

５
・
遠
隔
授
業
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
試
み 

 

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
本
校
で
は
四
月
中
は
休
校
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら
遠
隔
授
業
を
開
始
し
た
。
六
月
か
ら
学
年
単
位
で
段
階
的
に

対
面
授
業
を
再
開
し
、
一
年
生
の
遠
隔
授
業
は
六
月
下
旬
ま
で
続
い
た
。 

 

浦
島
伝
説
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
遠
隔
授
業
全
六
回
の
う
ち
、
第
三
回
・
第
四

回
で
行
っ
た
。
第
三
回
は
対
面
授
業
で
の
読
解
作
業
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
に
あ
た
る
部
分
、

第
四
回
は
発
表
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
発
表
の
代
わ
り
に
授
業
担
当
者
が
解
説
を
行
い
、

適
宜
学
生
を
当
て
て
回
答
を
求
め
る
形
を
と
っ
た
。
以
下
、
読
解
作
業
と
発
表
解
説
の
手
順

に
つ
い
て
説
明
し
、
見
え
て
き
た
反
省
点
と
改
善
策
を
示
す
。 

 

５
・
１ 

読
解
作
業 

 

ま
ず
、
第
三
回
の
読
解
作
業
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
本
校
で
は
、
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
（SH

R

）
はM

icrosoftTeam
s

を
用
い
て
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
科
目
担
当
者
に
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
長
時
間
の
同
時
双
方
向
型
で
の
授
業
は
専

門
科
目
以
外
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
通
信
量
、
通
信
速
度

の
問
題
が
あ
り
、
長
時
間
の
ア
ク
セ
ス
が
必
要
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
避
け
る
方
が
無
難
だ

と
思
わ
れ
た
。
そ
の
上
、
一
年
生
は
ま
だ
顔
も
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い
者
同
士
で
あ
り
、
ど

こ
ま
でTeam

s

の
会
議
機
能
を
使
っ
て
、
双
方
向
の
話
し
合
い
が
で
き
る
か
が
不
透
明
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
回
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
説
明
をTeam

s

で
行
い
、

そ
の
後M

icrosoft O
neN

ote

に
移
動
し
、
文
字
で
の
や
り
取
り
を
主
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
試
み
た
。

 
O

neN
ote

は
一
枚
も
の
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
よ
う
な
形
の
入
力
画
面
で
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
と

こ
ろ
に
自
由
に
コ
メ
ン
ト
の
書
き
込
み
が
で
き
る
。
共
有
す
る
こ
と
で
、
同
時
に
作
業
す
る

こ
と
が
で
き
、
「
作
成
者
の
表
示
」
と
い
う
ボ
タ
ン
を
押
し
て
お
く
と
、
誰
が
編
集
し
た
コ

メ
ン
ト
か
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
、O

neN
ote

上
で
文
字
に
よ
る
話
し
合
い
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 
O

neN
ote

に
は
セ
ク
シ
ョ
ン
と
ペ
ー
ジ
と
い
う
階
層
が
あ
る
。
複
数
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
作

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
複
数
の
ペ
ー
ジ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
浦
島
伝
説
の
記
さ
れ
た
作
品
Ⓐ
～
Ⓘ
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
「
構
成
シ
ー
ト
」
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を

設
置
し
た
（
次
頁
図
２
）
。
「
構
成
シ
ー
ト
」
は
対
面
授
業
で
の
「
比
較
表
」
に
あ
た
る
。

あ
ら
か
じ
め
①
～
⑪
の
分
析
項
目
を
入
力
す
る
欄
を
設
け
て
お
い
た
（
た
だ
し
、
今
回
は
⑤

を
「
女
性
の
名
称
。
特
徴
。
」
と
「
浦
島
太
郎
と
の
出
会
い
」
の
二
つ
に
分
け
、
①
～
⑫
と

し
た
）
。
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
は
対
面
授
業
と
同
じ
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
の
三
つ
の
設
問
を

課
し
た
。

 
今
回
は
、
「
構
成
シ
ー
ト
」
の
①
～
⑥
を
Ａ
さ
ん
、
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
の
設
問
１
を
Ｂ

さ
ん
、
…
…
と
い
う
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
の
各
メ
ン
バ
ー
に
担
当
箇
所
を
割
り
当
て
て
お
い

た
。
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
う
ま
く
会
話
し
な
が
ら
進
め
ら
れ

る
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
杞
憂
で
、
む
し
ろ
手
を
出
し
過
ぎ
た
感

が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
、
授
業
担
当
者
は
適
宜
各
グ
ル
ー
プ
の
ペ
ー
ジ
を
巡
回
し
、

迷
っ
て
い
る
よ
う
な
会
話
に
は
フ
ォ
ロ
ー
の
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
む
な
ど
し
て
い
た
。
学
生

の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
担
当
を
割
り
当
て
る
こ
と
で
、
や
は
り
会
話
の
な
い
ま
ま
そ
れ
ぞ 
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れ
自
分
の
担
当
の
範
囲
を
こ
な
す
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
「
自
分
の
担
当
範
囲
以
外
も
積
極

的
に
意
見
を
出
し
、
協
力
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
が
担
当
し
た
作
品
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。
」

と
い
う
指
示
を
出
し
て
は
い
た
も
の
の
、
話
し
か
け
に
く
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。 

 

第
四
回
授
業
終
了
後
に
提
出
し
て
も
ら
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
感
想
）
か
ら
は
、
学
生
た
ち

が
制
限
さ
れ
た
中
で
行
う
初
め
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
ま
だ
対
面
し

て
い
な
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
交
流
に
新
鮮
味
と
面
白
さ
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
で
、
交
流
が
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
学
生
か
ら
は
、
個
人
作
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
残
念
が
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
た
。
話
し
た
こ
と
の
な
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
対
し
、

自
分
か
ら
声
を
か
け
る
勇
気
が
出
ず
、
交
流
で
き
な
か
っ
た
学
生
の
中
に
は
、
会
話
し
て
進

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
れ
ば
交
流
を
楽
し
め
た
か
も
し
れ
な
い
者
も
い
る
。
そ
う
し
た

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
る
。 

 

上
の
図
２
は
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
「
構
成
シ
ー
ト
」
の
様
子
で
あ
る
。
当
初
、
学
生
た
ち
は

欄
外
で
会
話
を
し
、
相
談
し
な
が
ら
項
目
を
埋
め
て
い
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
会
話
と
解

答
と
が
見
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
、
新
た
に
「
会
話
用
」
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
そ
の
ペ

ー
ジ
で
会
話
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

授
業
担
当
者
か
ら
は
、
欄
外
で
会
話
し
、
そ
の
過
程
を
残
し
て
お
い
て
良
い
が
、
必
要
に

応
じ
て
自
分
た
ち
で
「
会
話
用
」
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
も
良
い
と
提
案
す
る
形
を
と
っ
た
。
四

ク
ラ
ス
で
授
業
を
行
っ
て
み
て
、
授
業
担
当
者
が
「
会
話
用
」
ペ
ー
ジ
を
作
る
と
、
そ
の
ペ

ー
ジ
で
会
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
感
が
生
ま
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
会
話
を
し
に

く
そ
う
な
印
象
を
受
け
た
た
め
で
あ
る
。
作
業
ペ
ー
ジ
と
会
話
ペ
ー
ジ
が
分
か
れ
て
い
る
と
、

コ
メ
ン
ト
が
追
加
さ
れ
て
も
気
づ
き
に
く
く
、
会
話
が
成
立
し
に
く
い
の
で
あ
る(

６)

。
そ
れ

ゆ
え
、
授
業
担
当
者
は
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
提
示
を
す
る
だ
け
に
と
ど
め
、
グ

ル
ー
プ
内
で
ど
の
よ
う
に
会
話
を
進
め
る
か
は
学
生
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
意
見
交
換
や
話
し
合
い
の
有
無
は
ク
ラ
ス
に
よ
り
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
か
っ
た
の
で
、

も
し
か
し
た
ら
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
に
よ
る
違
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
方
法
で

授
業
を
進
め
た
ク
ラ
ス
で
は
、
学
生
の
相
談
し
合
い
が
活
発
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。 

 
５
・
２ 

発
表
と
解
説 

 

学
生
が
取
り
組
ん
だ
「
構
成
シ
ー
ト
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、

他
作
品
と
の
比
較
が
し
に
く
い
。
授
業
担
当
者
は
、
翌
週
ま
で
に
「
比
較
表
」
の
形
で
学
生

の
回
答
を
一
覧
で
き
る
表
を
用
意
し
た
。
こ
れ
はExcel

に
よ
っ
て
作
成
し
、
「
全
体
」
と

い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
に
貼
り
付
け
た
。

図 2 「構成シート」画面の様子 ※学生の個人名はグレーで塗りつぶしている。 
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翌
週
はTeam

s

に
ア
ク
セ
ス

さ
せ
、
こ
の
表
を
見
せ
な
が
ら
、

表
の
抜
け
て
い
る
所
や
誤
っ
て

い
る
所
、
注
目
し
て
ほ
し
い
部

分
を
、
時
に
は
グ
ル
ー
プ
の
担

当
者
を
当
て
て
答
え
さ
せ
な
が

ら
解
説
を
行
っ
た
。
各
ク
ラ
ス

で
作
ら
れ
た
表
を
も
と
に
解
説

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
解
答
を

答
え
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 

学
生
に
は
、
比
較
表
を
見
た

り
解
説
を
聞
い
た
り
し
て
、
⑴

様
々
な
浦
島
伝
説
を
比
較
し
て

み
て
、
気
づ
い
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
（
二
百
字
以
上
）
、
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ

て
み
て
の
⑵
通
信
ト
ラ
ブ
ル
の

有
無
や
⑶
意
見
交
換
の
有
無
、

⑷
感
想
を
入
力
し
提
出
さ
せ
た
。

こ
の
う
ち
、
⑵
と
⑶
の
結
果
を

下
の
図
３
に
示
し
た
。
⑵
通
信

ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

「
あ
っ
た
」
「
と
き
ど
き
」
と

回
答
し
た
学
生
は
約
三
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
上
る
が
、
感
想
を

読
む
と
「
一
人
で
考
え
る
よ
り

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
と
好
意
的

な
意
見
が
多
か
っ
た
。
⑶
意
見

交
換
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
約

七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
学
生
が

「
で
き
た
」
「
そ
れ
な
り
に
で

き
た
」
と
回
答
し
た
。
「
で
き

な
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
学
生
は
、
「
も
し
次
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
積
極
的
に
頑
張

り
た
い
。
」
「
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
な
ど
と

感
想
を
書
い
て
お
り
、
前
向
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
の
指
示
や
仕
組
み
づ
く
り
に
よ

っ
て
、
改
善
の
余
地
は
あ
る
だ
ろ
う
。

 

反
省
点
は
、
学
生
に
発
表
し
て
も
ら
う
形
式
で
は
な
く
、
授
業
担
当
者
が
大
部
分
を
解
説

す
る
だ
け
の
授
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
敢
え
て
同
時
双
方
向
型
に
し
な
く
て

も
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
で
動
画
を
公
開
す
る
方
が
学
生
は
自
由
に
止
め
た
り
繰
り
返
し
た
り

し
な
が
ら
聴
く
こ
と
が
で
き
、
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
各
ク
ラ
ス
で

学
生
の
回
答
を
も
と
に
比
較
表
を
作
り
、
動
画
を
作
成
す
る
と
な
る
と
、
か
な
り
の
時
間
と

労
力
が
か
か
る
が
、
ク
ラ
ス
単
位
で
な
く
、
学
年
全
体
と
し
て
気
に
な
る
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
解
説
す
る
な
ど
、
工
夫
で
き
る
。

 

加
え
て
、O

neN
ote

に
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
と
考
え
始
め
て
い
る
。

O
neN

ote

は
自
由
な
位
置
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
め
る
こ
と
を
魅
力
と
し
て
今
回
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
ソ
フ
ト
に
選
択
し
た
。
し
か
し
、
比
較
表
を
作
成
し
た
方
が
一
覧
で
き
て
分
か

り
や
す
い
。
こ
れ
は
改
善
策
と
し
て
後
述
す
る
。

 

５
・
３ 

課
題
と
改
善
策 

 

遠
隔
授
業
で
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
の
選
択

に
関
し
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。O

neN
ote

は
自
由
に
書
き
込
み
や
す
い
反
面
、
会
話
を
し

よ
う
と
し
た
と
き
に
流
れ
が
分
か
り
に
く
く
、
煩
雑
に
な
る
。
「
会
話
用
」
ペ
ー
ジ
を
設
け

て
も
、
別
の
ペ
ー
ジ
の
項
目
や
設
問
に
つ
い
て
の
話
題
で
あ
る
た
め
、
同
時
に
そ
の
ペ
ー
ジ

を
見
な
が
ら
会
話
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
別
の
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て
い
る
と

き
に
、
他
者
が
書
き
込
ん
で
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

改
善
策
と
し
て
二
点
挙
げ
る
。
一
つ
目
は
、Team

s

を
併
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
対
面
し

た
こ
と
の
な
い
一
年
生
同
士
で
あ
り
、
会
話
が
弾
む
か
未
知
数
で
あ
る
こ
と
、
同
時
に
二
つ

の
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
と
難
易
度
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
今
回
は
す
べ
て

O
neN

ote

上
で
文
字
の
み
の
会
話
を
勧
め
た
。
し
か
し
、
文
字
入
力
に
慣
れ
て
い
な
い
学
生

や
、
文
字
だ
け
の
会
話
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
学
生
が
い
た
。
ま
た
、O

neN
ote

で
の
会
話

の
難
し
さ
か
ら
、
自
主
的
に
グ
ル
ー
プLIN

E

を
作
成
し
、
会
話
は
そ
ち
ら
で
始
め
て
し
ま

っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、
授
業
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
の
考
え
る
過

程
を
教
員
が
把
握
し
づ
ら
く
な
る
。
こ
の
よ
う
にO

neN
ote

を
チ
ャ
ッ
ト
替
わ
り
に
す
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

 

実
は
三
年
生
の
総
合
国
語
の
授
業
で
、
同
様
にO

neN
ote

を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

図 3 グループワークを終えてのアンケート結果（⑵・⑶） 
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行
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』
に
関
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
設
問
を
与
え
、

意
見
を
出
し
合
い
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
初
め

にTeam
s

で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
説
明
を
し
た
と
こ
ろ
、
学
生
か
ら
、
自
分
た
ち
でTeam

s
の
会
議
を
開
い
て
話
し
合
い
を
し
て
良
い
か
質
問
が
あ
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
に
任
せ
る
旨
伝

え
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
会
議
を
開
き
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
がO

neN
ote

の

画
面
を
共
有
し
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
三
年
生
は
グ
ル
ー
プ
を
九
つ
に
分
け
た

が
、
通
信
環
境
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
三
年
生
は
見
知
っ
た
者
同
士
で
あ
る
こ
と
、
高
専
三
年
目

で
、
専
門
科
目
で
もTeam

s

で
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
あ
る
程
度
の
慣
れ
が
あ

っ
た
。
だ
が
、
一
年
生
で
も
き
ち
ん
と
説
明
を
行
え
ば
、
同
様
の
方
法
で
話
し
合
い
が
行
え

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
三
年
生
よ

り
も
十
分
な
準
備
と
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う

が
、
端
か
ら
一
年
生
に
は
難
し
い
と
、
可
能
性

の
幅
を
狭
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

 

改
善
策
の
二
つ
目
は
、O

neN
ote

で
な
く

Excel

を
利
用
し
た
作
業
シ
ー
ト
で
あ
る
。

Excel

は
自
由
に
書
き
込
み
に
く
い
こ
と
、
誰

が
書
き
込
ん
だ
か
わ
か
り
に
く
い
こ
と
を
理

由
に
、
本
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、O

neN
ote

で

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
み
て
、
以
下
三
点

に
よ
り
、Excel

の
方
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
関
し
て
は
作
業
し
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。

 

第
一
に
、
「
変
更
履
歴
の
記
録
」
で
あ
る
。

変
更
履
歴
の
記
録
を
行
う
こ
と
で
、
当
該
セ
ル

を
更
新
し
た
人
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら

に
、
図
４
の
よ
う
に
、
一
つ
の
項
目
や
設
問
に

対
し
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
書
き
込

む
セ
ル
、
最
終
的
に
採
用
し
た
意
見
を
書
き
込

む
セ
ル
を
設
け
れ
ば
、
一
つ
の
セ
ル
に
同
時
に

複
数
人
が
書
き
込
も
う
と
し
て
更
新
に
不
具

合
が
出
る
危
険
性
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

第
二
に
、Excel

で
は
共
同
作
業
を
行
う
上
で
「
チ
ャ
ッ
ト
機
能
」
が
使
え
る
点
で
あ
る
。

こ
の
機
能
だ
と
、
回
答
す
る
セ
ル
と
会
話
が
別
の
次
元
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
同

じ
画
面
上
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
な
が
ら
も
見
に
く
さ
が
軽
減
さ
れ
、
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
こ
と
に
も
気
づ
き
や
す
い
。
別
シ
ー
ト
で
他
グ
ル
ー
プ
が
作
業
し
て
い
て
も
問
題
な
い
の

か
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使
う
な
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
別
の
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
等
、
授
業
で
行
う
た
め
に
は
試
験
運
用
し
て
確
認
す
べ
き
点
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
選

択
肢
の
一
つ
に
は
加
え
て
お
き
た
い
。

 

第
三
に
、
一
覧
す
る
「
比
較
表
」
を
作
り
や
す
い
点
で
あ
る
。
今
回
は
、O

neN
ote

に
書

き
込
ま
れ
た
学
生
の
回
答
を
、
授
業
担
当
者
が
新
た
に
作
成
し
たExcel

の
表
に
コ
ピ
ー
＆

ペ
ー
ス
ト
し
て
、
他
の
作
品
と
一
覧
で
き
る
「
比
較
表
」
を
作
成
し
、Team

s

上
で
学
生
に

見
せ
な
が
ら
解
説
し
て
い
た
。
し
か
し
、
学
生
の
回
答
を
移
行
す
る
と
い
う
二
度
手
間
な
作

業
が
発
生
し
て
い
る
。
同
じ
フ
ァ
イ
ル
の
シ
ー
ト
内
で
別
グ
ル
ー
プ
が
作
業
で
き
る
体
制
が

取
れ
る
な
ら
、
採
用
意
見
を
紐
づ
け
し
た
集
計
用
の
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
お
く
だ
け
で
、
一

覧
の
「
比
較
表
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
の
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
も
、
同
じExcel

フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、
作
業
シ
ー
ト
自
体
を
移
行
し
、
関
数
を

当
て
は
め
れ
ば
、
作
業
は
し
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。

 

以
上
の
よ
う
に
、Team

s

を
併
用
し
て
、
あ
る
い
はExcel

を
利
用
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
提
起
し
た
。
こ
の
方
法
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
上
で
の

丁
寧
な
説
明
と
下
準
備
が
必
要
に
な
る
。
高
専
機
構
で
は
、
学
生
、
教
職
員
と
も
にM

icrosoft
365

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
割
り
当
て
ら
れ
、M

icrosoft

の
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
で

き
る
環
境
に
あ
る
。
加
え
て
、
舞
鶴
高
専
で
は
遠
隔
授
業
の
基
礎
と
な
る
資
料
や
動
画
の
公

開
を
、Moodle2

を
通
し
て
行
っ
て
い
る
。
利
用
で
き
る
ツ
ー
ル
の
長
所
と
短
所
を
理
解
し
、

吟
味
し
続
け
る
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
対
面
に
劣
ら
な
い
授
業
を
展
開
で
き
る
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
。

６
・
お
わ
り
に 

 

浦
島
伝
説
の
受
容
に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
授
業
実
践
と
、
遠
隔
授
業
に
お
け
る
試

み
や
改
善
策
を
紹
介
し
て
き
た
。
浦
島
伝
説
は
馴
染
み
深
く
、
古
典
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て

い
る
学
生
で
も
読
め
る
難
易
度
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
で
、
一
人
で
は
難

し
い
箇
所
も
協
力
し
て
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
考
え
が
深
ま
る
教
材
で
あ
る
。
歴
史
書
、

和
歌
、
歌
論
書
、
説
話
、
謡
曲
と
い
う
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
触
れ
る
機
会
に
も
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
影
響
し
合
い
、
幅
広
い
享
受
者
層
に
よ
っ
て
、
読
み
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
実

図 4 Excelファイルを用いた「構成シート」例

項目 Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん 最終意見
①浦島太郎の名

②浦島太郎の
住んでいた所
③浦島太郎の
特徴
④亀の特徴

⑤女性の名称。
特徴。
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感
で
き
る
だ
ろ
う
。
高
専
生
が
古
典
を
学
習
す
る
意
義
は
そ
こ
に
あ
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
す
学
生
た
ち
は
、
と
も
す
れ
ば
、
新
奇
で
簡
便
な
価
値
に
目
を
向
け

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
年
次
で
古
典
作
品
に
触
れ
、
共
通
点
・
相
違
点
を
分
析
し
、
そ

の
背
景
を
検
討
す
る
と
い
う
学
習
行
動
は
、
新
た
な
視
野
を
獲
得
す
る
機
会
と
な
る
。
長
く

読
み
継
が
れ
て
き
た
も
の
は
、
一
定
の
普
遍
性
を
持
ち
、
人
々
の
共
感
を
容
易
く
得
る
こ
と

の
で
き
る
巨
大
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
こ
れ
を
活
か
し
、
昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
価

値
が
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
想
像
力
・
創
造
力
が
日
本
の
文
化
・
技
術
を
つ
く
り
上
げ

て
き
た
の
で
あ
る
。
古
い
も
の
は
分
断
さ
れ
た
存
在
で
は
な
く
、
現
代
に
連
な
る
人
間
の
所

産
で
あ
る
。
こ
う
し
た
連
続
性
を
意
識
し
つ
つ
、
違
い
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
技
術
に
対
す

る
考
え
を
深
め
る
と
と
も
に
、
社
会
に
存
在
す
る
多
様
性
を
認
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註
：

(

１)

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

簡
約
版
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年

(

２)

『
御
伽
草
子
』
「
浦
島
太
郎
」
の
本
文
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年

を
参
照
し
つ
つ
、
教
科
書
テ
キ
ス
ト
と
し
て
学
生
の
分
か
り
や
す
さ
に
配
慮
し
て
、
適
宜
表
記
を

改
め
た
り
送
り
仮
名
を
補
っ
た
り
し
た
。

(

３)

古
典
作
品
を
読
む
上
で
基
礎
と
な
る
助
動
詞
「
き
」
「
け
り
」
「
ず
」
「
ぬ
」
が
用
い
ら
れ
、
「
ぬ
」

の
識
別
を
説
明
で
き
る
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
も
、
教
材
と
し
て
有
意
義
で
あ
る
。

(

４)

浦
島
伝
説
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
三
浦
佑
之
『
浦
島
太
郎
の
文
学
史

恋
愛
小
説
の
発
生
』
五
柳

書
院
、
一
九
八
九
年
、
林
晃
平
『
浦
島
伝
説
の
研
究
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
一
年
、
三
舟
隆
之
『
浦

島
太
郎
の
日
本
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
な
ど
が
詳
し
い
。

(

５)

各
年
度
一
年
生
約
一
七
〇
名
（
一
ク
ラ
ス
四
十
名
強×

四
ク
ラ
ス
）
で
、
三
年
間
の
後
期
期
末
試

験
受
験
者
は
五
〇
五
名
で
あ
っ
た
。

(

６)

一
ク
ラ
ス
目
に
授
業
を
行
っ
た
際
に
は
、
欄
外
で
会
話
す
れ
ば
良
い
と
考
え
、
そ
う
指
示
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
見
に
く
く
な
る
と
考
え
た
一
グ
ル
ー
プ
で
「
会
話
用
」
ペ
ー
ジ
を
独
自
に
作

成
し
始
め
た
。
確
か
に
こ
れ
は
良
い
考
え
と
思
い
、
二
ク
ラ
ス
目
で
は
授
業
担
当
者
が
各
グ
ル
ー

プ
に
「
会
話
用
」
ペ
ー
ジ
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
な
会
話
や
作
業
に
発
展
せ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
任
さ
れ
た
担
当
の
作
業
を
淡
々
と
進
め
る
グ
ル
ー
プ
が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ス

の
雰
囲
気
に
依
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
三
ク
ラ
ス
目
・
四
ク
ラ
ス
目
は
、

会
話
の
仕
方
に
つ
い
て
提
示
だ
け
で
、
方
法
は
学
生
に
任
せ
た
と
こ
ろ
、
学
生
が
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
グ
ル
ー
プ
で
作
業
を
進
め
て
い
く
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

(
2
0
20
.
12
.
11

受
付)
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